
 

 

 

 

                                    

                             

 

 

  家庭学習の習慣化 

子供が自分の適性や生活リズムに応じて、時間の使い方を考え取り組むことが大切です。 

                              ４月８日第３６回入学式↓ 

〇新型コロナウイルス感染拡大の影響で、学校の再開が延長されま

した。 

子供にとっては、家庭での生活が長くなると、時間の使い方が大

きな課題となってきます。 

特に学習への取り組みについては、とても大きな関心事です。 

家庭での学習は、本来は子供が自主的に取り組むもので、時間の

使い方や取り組み方は、本人の家庭での学習意欲や生活習慣に大き

く左右されます。 

まず、学習意欲を高めるためには、学習の目的や意義、そして将来の進路設計についても考え、学習意欲を維

持していかなければなりません。その上、人には長所や短所があり、個性も全く違います。生活習慣もそれぞれ

です。家庭学習に効果的に取り組むためには、子供の個性や適性にあった学習習慣を身につけることが大切です。 

一般的に効果的と言われる学習方法を採用しても、なかなか成果に

結びつかないケースもあります。これは、その学習方法が、子供の個性

や学習習慣にあっていないことが理由として考えられます。 

 

家庭学習は、焦らず、まず、できるところから始め、自分の課題や生

活スタイルにあったものとなるように、いろいろ試してみましょう。 

 

４月８日学級開き↑ 

〇副教材と課題を配布しました。 ５月８日体育館にて教材配布↓ 

5月 8日には、宿題の提出と、新たな課題の配布をしました。午前中

に１・２年生、午後 3 年生を対象に、体育館と多目的室周辺で実施し

ました。また、授業で使用し、教科書の内容を深めていくための副教材

も配布しました。新たな教材を活用し臨時休業中の家庭学習を進めま

しょう。 

〇次回の学習課題の提示日は 5

月 12日（火）です。学校ホーム

ページと学校メールにて配信します。 

 

 

  

授業に燃える 行事に燃える 部活動に燃える西中生 

そして、「最高の西中学校」を目指します。 

心豊かで夢の実現に向けて全力で努力する生徒 

真 自ら学び、正しく判断し行動できる生徒 

善 公共心と思いやりの心をもつ生徒 

美 心身ともにたくましい生徒 
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